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PHエレクトロード差し込み口

●カルシウム リアクター本体　　　●カルシウムメディア
●耐圧チューブ 1m　　　　　　　  ●取扱説明書　　　　　　　●保証書

●CO2 ボンベシステム（レギュレーター等）

CO2カウンター

生産水用チューブ口

メディア交換口

循環用ポンプ
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メインポンプ

CA-αは内部設置（ろ過槽内）型カルシウムリアクターです。
ポンプにろ過材やゴミなどが詰まらない場所に設置してください。

最低水位

CO2 IN
▲

水槽へ
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■CO2の出力調整について

セット後、水槽内のPHを測定し、いちじるしく低下している場合は、
CO2の供給をストップし、販売店にご相談下さい。

CO2の出力と生産水排出の量によって数値は変化しますので
PH・カルシウムテスター（試薬）を使用し、水質を測定しながら
調整して下さい。

■生産水の出力調整について

セット初日～1週間程度は、本体付属のカウンターで、1秒に1適程度の量が
供給される様に調整して下さい。
1週間後、耐圧チューブ（黒）から排水された生産水の水質を測定し、KHが
20-30dkh又はALKが7.1～10.7程度になっていれば問題ありません。
KH/ALKが20以下の場合は、CO2の出力を調整して下さい。

セット初日～1週間程度は、耐圧チューブ（黒）から排水された生産水の量を絞り
ぎみにして下さい。（目安は、ポタポタと落ちる滴が見える程度）
KH/ALKを測定し、問題がなければ水槽内のCA（カルシウム）テストを行って下
さい。
380～450ppmの範囲にあれば問題ありませんが、数値が低い場合には、
CO2量を増やして下さい。

Red Sea社製　カルシウムリアクターテスト
カルシウムリアクターのセッティング及び、サンゴ水槽の日常のコンディションをチェックするために
必要な３種類の試薬がセットになっています。

■pH（7.4-8.6）測定試薬
■カルシウム精密測定試薬
■KH（炭酸塩硬度）測定試薬

【セット内容】

カルシウムリアクターのセッティングに便利な水質テスター／（別売）
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台座を取り外す場合には、下記の手順に従ってください。
無理に取り外そうとすると、ポンプマウントを破損する恐れがあります。
ご注意下さい。
作業は必ず電源を切ってから行ってください。

カルシウムリアクター本体をしっかりと
持ち、台座を矢印方向へスライドさせて
ください。

台座を矢印方向へ軽く引いて下さい。
これで台座を取り外すことができます。

台座を取付ける場合には、逆の手順の
作業を行ってください。

1

2

3

ポンプのメンテナンスや交換の際の台座の取り外し方法


